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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・人間を文系理系に分けることはできない。企業には技術のわかる文系, 経済のわかる理系はたくさんいる。そういう人が経営者になる。ただし, 技術や経営は高度化しているので, 専門性はどうしても必要。
・細分化された学問・産業分野だけでは新しいものは出てこない。システム創成学科は広い分野を取り込んでいる。総論だけなく具体性を持っている。新産業創出にも最適。
・専門・領域を決めかねる場合はシステム創成学科がよい。一般論で終始することなく, 専門能力も鍛えることができる。
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